
女性天文研究者の会 
2017年3月18日 ＠九州大学伊都キャンパス 

日本天文学会における 
女性理事・委員の割合と今後について 

 
－日本天文学会及びIAUにおける 
女性研究者割合の推移も含めて－ 

望月優子 
（女性天文研究者の会世話人／男女共同参画委員 

／日本天文学会副会長） 
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IAU Statistics (2016) 
Membership by country (top 5)  

No. of 
Members 

 
No. of Women 

 

Women 
% 

 

USA 2358 341 14.5 

France 690 174 25.2 

Japan        635          52         8.2 

Italy 567 153 27.0 

UK 547 80 14.6 

l  Women in all IAU countries: 17% (average)  
l  Women in Japan: lowest % of top 25 countries 

Y. Motizuki and N. Kaifu, EAMA10, Sep. 30, 2016 



基本データ 
2016年9月1日時点  

 
• 女性会員比率(正会員のみ) 12.2% 
• 女性会員比率(正会員・準会員込み) 11.3% 
• 正会員(学生)中の女子学生の割合 20.5%  
• 教授・准教授女性割合(正会員のみ) 約1.5%  
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日本天文学会創立以来110年の正会員数の推移 

Y. Motizuki and N. Kaifu 



日本天文学会及びIAUの女性研究者比率の推移 

Y. Motizuki and N. Kaifu 



2017-2018年度会期の女性理事の割合：
2/18=11% 

会 長：柴田一成 
副 会 長：林 左絵子、土居 守 
庶務理事：伊王野大介、山下卓也 
会計理事：早野 裕、柴田克典 
PASJ 理事：嶋作一大 
月報理事：小宮山 裕 
年会実行理事：寺田幸功 
天文教育理事：大山真満 
広報担当理事：望月優子 
年会開催地理事：徂徠和夫、花輪知幸、伊藤洋一、春日 隆 
監事 田中 培生、立松 健一 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略） 
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2017-2018年度会期の女性委員割合： 
 20／143委員=14% 

特に次期理事会期で構成が変わった委員会（敬称略）： 
◎選挙管理委員会(非改選代議員から選出)： 
　青木和光、相川祐理、大朝由美子、小久保英一郎、 
　戸谷友則 
◎推薦委員会(代議員総会で承認)： 
　川端弘治(再任)、粟木久光(新任)、井岡邦仁(新任)、 
　高野秀路(再任)、早藤麻美(新任) 、横山央明(再任) 
 
•  どちらの委員会も女性委員は初 
•  推薦委員会は代議員候補の推薦者リストをまとめる委員会 
であり、そこに女性委員がいることは学会として極めて重要 

•  委員に重複あり、留意要 
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どうしたら日本の女性天文研究者はエンパワーされるか？	

 We need:   
l fairer evaluation of all (women) researchers 

including astronomy  
– diversity is the key to be more productive  

    – Japanese male astronomers are also minority 

l networking with like-minded researchers in our 
field and other fields 

l to learn how women in other fields make progress  
    – To develop our professional integrity and personal integrity,  
    together, women and men! 

International Conference EAMA10, Special Session “Women Astronomers in the East Asian Region”  
望月・海部によるinvited talk “Women astronomers in Japan” スライドより (Sep. 30, 2016, Seoul, Korea)  


